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京大 教養 川 崎 辰 夫
計算機シュミレーションによる磁性合金の折出過程の解析手段 として原子構造関数
S(k,i)のk,t一依存性,時間発展そのもののスナップショットに加えて, クラス
ターの形状の時間的変化 も,磁性,非磁性合金の差異を示す一つの指標となり得よう｡
折出部分の形状は磁気相転移点近傍におけるスピンクラスターの形状,パーコレーショ
ン問題で臨界濃度近傍におけるクラスターの形状等 と共に表現方法には,S/n(クラ
スターの表面積/その体積 )がしばしば用いられる.クラスターが密でなければS/nは
一般に大きくなる傾向にあるのでクラスター形状を表現する一つの尺度 となりうるよう
に見えるが Bethe格子ではこの比が臨界濃度で (1-Pc)/Pcとなり-原子まわりの平
均の空孔数を与えクラスター内の密度を与えるにすぎないように見える｡又 Fisherによ
り提出された液滴模型では形状を一つのパラメーターOであらわしうると仮定L
S.-Ano
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